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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2.鉄道観光資源化に向けた取り組み事例
(1)秘境駅～JR小幌駅
（２）撮影スポット～JR只見線
（３）鉄道遺構～広浜鉄道今福未成線

3.観光資源化から観光PR活動展開への過程

4.まとめ



研究の背景
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新型コロナ感染症の５類引き下げで、国内観光需要の回復を期待

 コロナ禍前の訪日外国人客では観光列車への乗車等、日本での鉄道
体験が人気に

 【自民党・政務調査会、整備新幹線等鉄道調査会】150周年のその先の
未来に向けた鉄道政策の強力な推進について（令和5年6月1日）

本研究では「鉄道観光資源」を取り上げる



「観光資源」とは
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観光資源とは、人々の観光活動のために利用可能なものであり、観光活動
がもたらす感動の源泉となり得るもの、人々を誘引する源泉となり得るも
ののうち、観光活動の対象として認識されているもの（日本交通公社）

【タイプ別分類】

鉄道観光資源（赤色が本件に関係）は人文資源に属する

【ランク】
Ｓ：特A級資源（わが国を代表し日本イメージの基調となっている資源）
Ａ：A級資源（特A級に準じる資源）
Ｂ：特別地域観光資源（都道府県や市町村ごとに代表される資源）

鉄道関係では、鉄道博物館、大井川鐵道のSL列車、瀬戸大橋がAランク

自然資源
山岳、高原・湿原・原野、湖沼、河川・峡谷、滝、海岸・岬、岩石・洞窟、
動物、植物、自然現象

人文資源
史跡、神社・寺院・教会、城跡・城郭・宮殿、集落・街、郷土景観、庭園・
公園、建造物、年中行事、動植物園・水族館、博物館・美術館、テーマ
公園・テーマ施設、温泉、食、芸能・スポーツ



研究の着眼点
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JRローカル線を含む地域鉄道では経営が厳しくなったり、
廃止に追い込まれた路線もあり、沿線地域の衰退を懸念

 鉄道観光資源は必ずしも万人が興味を抱くものではないが、
鉄道全盛時代を懐かしむオールドファン等の潜在的な観光需
要を掘り起こすことが、地域活性化策の一案では？

 これまで観光資源と考えていなかった鉄道資産を再評価して、
観光客誘致を進める方策もあるのでは？
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「観光列車」の先行研究

主たる鉄道観光資源「観光列車」に関する研究論文
（主な論文は以下の通り）

 地域への経済効果の算出
・「指宿のたまて箱」の2011年経済効果は最大60億円（中村ら2014）
 観光列車が地域にもたらす効果
・ブランディング、地域コミュニティの構築、経済効果を有する（生田2023）
 観光列車の課題
・鉄道会社、沿線自治体、地域事業者や地域住民との協力関係が必要
（張ら2020）

JR九州観光列車
「指宿のたまて箱」

（以下、特にクレジット無き写真
は筆者が撮影）

沿線地域の活性化・経済効果の具体例が報告されている



他の「鉄道観光資源」に関する先行研究
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「観光列車」以外の鉄道観光資源研究は少数かつ単発傾向

 秘境駅
・観光資源化への経緯と効果、課題（木村2018）

 廃線跡
・バス専用道路等、線路跡地の再活用状況（野尻ら2009）
・トロッコ運行等誕生の背景や施設の保有・運営形態、採算性（渡邉ら2017）
・鉄道資産のテーマパーク化による観光振興（大塚2023）

 鉄道遺構（橋梁、隧道等）
・歴史遺産としての保存経緯、観光振興化（黒沼2013）

観光列車以外のマイナーな鉄道観光資源に関して、

観光資源化（整備）から保存・管理方法、PR活動、地域にもた
らす効果へ至る過程を一体的に捉え、その一般化を試みる
研究として新規性あり



鉄道観光資源の体系化
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●営業
路線

車両

●廃止
路線

インフラ

沿線
風景

●観光列車・レストラン列車
●車窓風景、「手振り」等の沿線住民との交流
●動態・静態保存、博物館

●歴史的・技術的価値のある現役の土木構造物
●廃線跡（トロッコ運行、ウォーキング 等）
●鉄道遺構（トンネルや橋梁）

●入場券・グッズ販売、動物駅長、秘境駅
●珍しい駅（最東・西・南・北端、モグラ駅 等）
●記念館（現役時代の鉄道用品展示）
●歴史的価値のある駅舎（登録有形文化財 等）

●（共通）

既存研究にて知見の蓄積多し

知見少なく、研究対象として深堀りが有効

本報告では、特にハッチングした資源に着目する

●撮影スポット、展望台
●珍しい場所・風景（JR最高地点、ループ線 等）

駅



リサーチクエスチョンと研究の目的
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「観光資源としての鉄道の存在意義」に関する研究

【リサーチクエスチョン】

秘境駅のようなマイナーな鉄道観光資源について、

 観光資源化により、地域の活性化が図られるのか？

 自治体や地域はどのように鉄道観光資源として活用すべき
か？

【研究の目的】
鉄道観光資源としての存在意義を改めて評価し、地域の鉄道な
らびに地域社会の活性化に向けた有益な情報を提供する。

本報では、中間報告として定性的な分析内容に言及
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2.鉄道観光資源化に向けた取り組み事例
(1)秘境駅～JR小幌駅
（２）撮影スポット～JR只見線
（３）鉄道遺構～広浜鉄道今福未成線

3.観光資源化から観光PR活動展開への過程

4.まとめ
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『疑問』 どのように観光資源化をし、展開しているか？

どのように資源化を思いついたのか？

資源化へどのような
整備をしているのか？

どのような観光PR活動
をしているのか？

どのような財源
を用いるのか？

ど
の
よ
う
に
管
理
・保
存
？

自
治
体
・関
連
団
体
・地
域
の
方
の
役
割
は
？

秘境駅、撮影スポット、鉄道遺構等の鉄道観光資源化
に積極的に取り組んでいる自治体、観光協会、ＮＰＯ
等の関係団体、地元の方々へヒアリング調査を実施
（2023年8～11月）
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秘境駅
JR室蘭本線 小幌駅
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秘境駅

【秘境駅の魅力】
 鉄道で訪れることができる究極の非日常空間
 自然の宝庫で、人と触れ合うことのない孤独感を楽しめる
 「到達し、その日のうちに帰着できるか」のサバイバル的な小旅行

山間部や原野に所在し、周囲に集落がないため日常的利用者が
ほとんどなく、列車本数が少ないうえに、徒歩や自動車等による
アクセスが困難で到達難易度が高く、近年廃止された駅も

小和田（こわだ）駅～JR飯田線 秘境駅ランキング第3位
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小幌駅（北海道）の観光資源化について

JR室蘭本線の「小幌（こぼろ）駅」は、秘境駅ランキング第1位と

なり、地元の豊浦町が観光資源化

豊浦町役場ヒアリング結果

【資源化のきっかけ】
 牛山隆信氏の著書「秘境駅へ行こう！」で、小幌駅が取り上げられた。

 2015年、JR北海道から利用実績が乏しくコスト削減のために、町へ駅
廃止の意向が伝えられた。

 町では駅を保存することとし、観光資源化の流れができた。

【保存の財源】
 JRが示した必要な維持費が百数十万円／年

 町へのふるさと納税で、「小幌駅存続応援基金」の使い道の選択肢が
あり、それで一般財源化

 小幌駅保存費は年間300～500万円の予算で、全てをふるさと納税で
賄っている。
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小幌駅の保存・管理の方法

【管理・保存】
 町でバイオトイレの設置や、ホーム改修として鉄板を敷くなどの環境整備

事業を実施

 清掃、草刈りのような軽作業をシルバー人材活用センターへ委託

⇒雇用対策としての効果

 安全対策として、繁忙期の年間20日程度に警備員を配置（現地では特急
列車や貨物列車が頻繁に高速で通過している）、冬は除雪も

 ベンチを置く話も出たが、秘境感を出すために敢えて設置せず
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小幌駅観光資源化の効果

【観光PR活動と効果】

 大手旅行会社のアドベンチャーツアーのオプションとして、小幌駅訪問を
設定

 AIを活用したカメラシステムで来訪者数を自動的にカウント、年間3千人
ほどの来訪者あり

 鉄道マニアのみならず、女性や家族連れのようなライト層、訪日客も訪問

【まとめ】
「小幌駅は、人口3千5百人程度の
町に、年間3千人も来訪者がある

貴重な観光資源である」という
思いのもとで、精力的に保存・誘
客活動を行っている。

一日6本停車
（上り下り計）

観光協会発行の
「到達証明書」
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撮影スポット
JR只見線
第一只見川橋梁
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鉄道写真撮影

四季折々の沿線風景をバックに走行車両を撮影する、鉄道趣味
の中でも昔から人気のあるジャンル

【鉄道写真撮影の魅力】
 一瞬のシャッターチャンスを逃さない緊張感
 自然環境の中での動体撮影のため、ある程度のテクニックが必要
 絶好の撮影スポットを見つけ出す探求力
 写真コンテストへの応募機会、SNS投稿

一方で、民有地無断立ち入りや樹木の無断伐採など、マナー違反の行為も

餘部鉄橋 空の駅（展望台）



JR只見線（福島県・新潟県）～復旧の経緯
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豪雨災害から復旧したJRローカル線

【復旧までの経緯】

 2011年7月の豪雨で会津川口～只見間が不通（三橋梁流出）

 鉄路復旧に慎重なJRに対し、地元は只見線の全線復旧を願望

 地元自治体は復旧費用の2/3と運行経費全額（2～3億円）負担を申出

 黒字JRのローカル線を支援する法律（鉄道軌道整備法）改正により、復旧
費用（約90億円）の支出割合が地元自治体1/3、国1/3、JR1/3に

 福島県が鉄道施設を保有する上下分離方式を採用

 2022年10月、約11年ぶりに再開通
（同区間は臨時列車除き1日3往復）

豪雨災害から復旧した
第六只見川橋梁



再開通後の状況
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金山町（会津川口駅ほか所在）の経費負担額は年間約1300万円で、一般

会計の総務費から捻出、さらに町内団体への活動資金の補助のほか、
只見線の撮影スポット整備を実施（東洋経済ONLINE 2022.10.1）

再開通から１カ月を迎え、乗客が座れないほどの混雑が課題（福島民報
2022.11.5付）

えちごトキめき鉄道の観光列車「雪月花」を臨時運行（2023年6月）

沿線自治体が「手をふろう条例」を制定
⇒2023年度第22回「日本鉄道賞」特別賞を受賞

（只見線利活用推進協議会 『ふたたび、はじまる。再会、只見線』）

「雪月花」



只見線訪日客の来訪
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【観光PR活動】コロナ禍初期までは、只見線を撮影する目的で台湾やタイ等
から沿線に多くの訪日客あり

台湾の場合
台北駅での「雪景色を走る只見線列車」の
巨大懸垂幕の掲示が大きな効果
台湾からブロガーを招聘
 SNSで只見線の情報を発信・拡散
福島空港等へチャーター機、バスで現地へ

（以上、観光協会等ヒアリング結果）

台湾にて只見線写真展とコンテストを開催
（映画 『霧幻鉄道只見線を300日撮る男』より）

⇒郷土写真家の星賢孝氏の尽力

会津川口駅（金山町）では、出身国・地域
にシールを張ってもらうパネルを設置

（撮影：2023年8月）



只見線撮影スポットの整備 ①
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第一只見川橋梁ビューポイント（ポスター等で有名な撮影スポット）
電力会社の鉄塔点検用通路を三島町が遊歩道として整備
階段や柵、ベンチともに、本数の少ない只見線時刻表等の案内板を設置
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【管理】
他の撮影スポットに関しても、県土木事務所等の地元関係者が安全柵

の取付や雑木伐採等の整備・管理
一列車を追いかけながら撮影する撮影者の交通マナーが問題視

⇒多客期には警備の強化で対応

撮影スポットの整備 ②

秘境駅の早戸駅

【まとめ】
JR只見線は、四季折々の美しい鉄道写

真撮影の場で国内外から人気があり、
地元は来訪者に伴う地域活性化を図る
べく、その環境整備とプロモーションを
精力的に行っている。

マイカーやバイクで沿線に来られても、
食事・宿泊代、ガソリン代、土産代を地元
に払ってもらえれば効果あり の考え方



24

鉄道遺構
広浜鉄道今福未成線
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鉄道遺構・廃線跡

かつての鉄道（建設）時代を偲びながら、橋梁・トンネルなど構造
物の遺構や旧鉄道施設、線路跡を巡る、歴史旅やウォーキングの
場などとして活用

【鉄道遺構・廃線跡の魅力】
 土木構造物のスケール感、造形美を楽しむ
 過去に思いをはせる、悲運の歴史を感じる
 線物、点在物を巡る楽しみ

旧碓氷峠鉄道施設「めがね橋」 旧国鉄日中線（遊歩道）



浜田市役所・連絡協議会（技術士会、まちづくり委員会、ガイドの会の方々）
ヒアリング結果

【資源化のきっかけ】
 2008年、今福線のコンクリートアーチ橋群が選奨土木遺産に認定（土木

学会）され、地域の宝と認識

 2013年「浜田のお宝を探そう」市民運動にて今福線にスポット、市長も
関心を抱く。

 2015年「広浜鉄道今福線を活かすシンポジウム」を開催、「今福線を活
かす連絡協議会」を設立し、継続的な活動を行っていくことに。

【管理・保存の財源】

 主なトンネルや橋脚は市の普通財産（＝施設跡地等、特定の行政目的に
用いられるものでない財産）で、予算をとった維持・管理をしていない。

 「土木学会選奨・・・」の看板（スライド24）は、宇津井まちづくり委員会の
有志で建てた手づくり
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広島と浜田を結ぶ広浜鉄道着工後、２度の工事中断（戦中、国鉄
末期）で未成線となり、トンネルや橋梁などの鉄道遺構が残存

広浜鉄道今福未成線（島根県）の観光資源化 ①



【管理・保存の財源（続き）】
 市から連絡協議会へ年間数十万円の補助金
 トイレを県の補助で造り、市が所有。地元のボランティアで清掃活動

【観光PR活動】
 ガイドの会を結成、20数名で平均年齢は70歳
 広島の旅行会社が企画するツアーを年3～4回実施
 ロケ地としてTVドラマ「砂の器」などの実績
 地元小学生に対する勉強会を年数回実施
 「全国未成線・廃線サミット」に参加
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広浜鉄道今福未成線の観光資源化 ②
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広浜鉄道今福未成線の観光資源化 ③

【まとめ】
広浜鉄道今福未成線では、地元の方々が主
体となって、限られた予算内で施設保全や
安全対策等の環境整備、観光案内の活動を
精力的に行っている。

今福線を活かす連絡協議会が令和5年度

国土交通省「手づくり郷土賞」を受賞
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廃線跡の観光資源化

旧国鉄倉吉線（鳥取県）
日本一美しい廃線跡
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2.鉄道観光資源化に向けた取り組み事例
(1)秘境駅～JR小幌駅
（２）撮影スポット～JR只見線
（３）鉄道遺構～広浜鉄道今福未成線

3.観光資源化から観光PR活動展開への過程

4.まとめ
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鉄道観光資源化から観光PR活動展開への過程

①鉄道観光資源の発掘鉄道書籍

②観光資源化への整備
 案内看板の設置
 歩道や階段、柵の整備
 トイレ等の設置

④観光PR活動
 パンフ作成、HP掲載
 イベント開催
 ツアー企画、ガイド
 メディアへの露出

地元の提案

SNS（映える写真等）

映画ロケ、アニメ等聖地化

住民の協力 首長の賛同

③財源
 一般財源
 国・県の補助金
 ふるさと納税
 GCF
 グッズ売上 等

GCF:ガバメントクラウド
ファンディング

観光による地域の活性化

ファン往訪

⑤
観
光
資
源
の
管
理
と
保
存

地
元
自
治
体
・観
光
協
会
・NP

O

団
体
の
活
動

赤字は次スライドから
詳細を解説
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①鉄道観光資源の発掘

資源化のきっかけ 背景

鉄道ファンの往訪 価値を見出す鉄道ファンの力

鉄道書籍
「秘境駅へ行こう！」、「鉄道廃線跡を歩
く」、「全国鉄道撮影地ガイド」 等

地元からの提案
昔話の言い伝え
「選奨土木遺産」も地元からの推薦

SNS（映える写真等） インフルエンサー、口コミ、写真コンテスト

映画ロケ、アニメ等聖地化 突然、名所となるメディア露出の効果

地元からは気づきにくい

山陰街道踏切
（初音ミク「少女レイ」聖地）
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③財源

財源 解説

一般財源
ただし、遺構のような普通財産には、保
全費用を投入しにくい面もある

国・県からの補助金・交付金
直接的な名目だけではなく、中山間地
域振興のようなものもある

ふるさと納税

「使い道」の選択肢にあげる方策
《鉄道使途が選べる自治体の例》
・音威子府村（駅維持管理）
・加西市（北条鉄道活性化） 等

GCF（ガバメントクラウド
ファンディング）

目標額を設定、ふるさと納税同様に税
還付あり（例：江の川鐡道トロッコ運行）

グッズ販売による売上
一般のファンを増やす効果（ヒット商品
で莫大な収入を得ることも）

様々な財源調達の
方法

江の川鐡道
（旧JR三江線）
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⑤管理と保存

管理と保存の種別 内容

安全対策
獣害・ハチの巣駆除等
多客期の警備

日常管理
除草や除雪
樹木伐採による見晴らし確保

資源の保存

定期点検の実施
特に遺構には、最低限の安全対策以外
を講じないことも（タウシュベツ川橋梁
のように朽ちていく姿も観光資源）

できるだけ現物の
ままで見てもらう

より

タウシュベツ川橋梁
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特色ある自治体の取り組み

種別 内容

「手を振ろう条例」の制定
「只見線にみんなで手を振ろう条例」（金山町、
只見町、柳津町、三島町、昭和村、魚沼市）

同じ観光資源による他の
地域とのイベント交流

「全国未成線・廃線サミット」（浜田市、高千穂町、
五條市ほか）
「工場夜景サミット」（岳南鉄道～工場夜景電車
ほか） 等

写真コンテスト 只見線、小幌駅、津軽鉄道 等

ウオーキング大会支援 今福未成線、旧倉吉線 等（鉄道会社主催多し）

トロッコ運行支援
江の川鐡道、高千穂あまてらす鉄道、奥能登ト
ロッコ鉄道 等

ロケ地誘致 今福未成線（砂の器）、幾寅駅（鉄道員） 等

ぽっぽやロケ地 幌舞駅
（幾寅駅）
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東京（近郊）にもある秘境駅・鉄道遺構の観光資源化

JR鶴見線 海芝浦駅（横浜市）
駅隣接の事業所通勤者専用の駅
（鉄道以外アクセス不可）
ホームが京浜運河に面している
日中時間帯は１時間に１本弱
神奈川県観光協会HPで紹介

東京都港湾局専用線晴海鉄道橋
（中央区・江東区）
1989年廃止の貨物専用線

日本初のローゼ橋
東京都が歴史的鉄道遺構として、
遊歩道橋に改修中
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本日の報告内容

1. 研究の背景と目的

2.鉄道観光資源化に向けた取り組み事例
(1)秘境駅～JR小幌駅
（２）撮影スポット～JR只見線
（３）鉄道遺構～広浜鉄道今福未成線

3.観光資源化から観光PR活動展開への過程

4.まとめ
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リサーチクエスチョンに対する回答 ①

 地域の活性化が図られるのか？

• 何気ないものが観光資源となり、地域の尽力で活用

• 予想以上の観光者数が訪れた観光資源も

• 観光客来訪に伴う直接的な効果以外にも、地域活性化につながる
下表のような副次的な効果も大きい

⇒自治体が主導するも、地域住民参加型の取り組みで
活性化を図っている

項目 効果の内容 具体例

雇用・活動機会の
創出

シルバー人材の活用
農閑期の雇用
ボランティア活動

除草・除雪、清掃、日常
点検、警備、ガイド
イベント開催のお手伝い

教育 郷土史の教材 学校教育、研究誌の発行

ソーシャルキャピ
タル

地域コミュニケーション
や郷土愛・鉄道愛の形成
まちの知名度アップ

地域まちづくり活動
連絡協議会の設置
他地域との連携・交流
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リサーチクエスチョンに対する回答 ②

 どのように鉄道観光資源として活用すべきか？

• 最低限の安全対策を施す程度で、できるだけ現物のまま装飾をしない
観光資源整備とする。

⇒「自分なりの楽しみ方」を見出させる資源づくり

• SNSでの口コミや「映える」映像・画像を用いてPRすることで、情報
は海を越え訪日客誘致につながることも。

⇒メジャーな観光資源にはない魅力を伝える
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まとめ

 マイナーな鉄道観光資源を発掘し、育て上げる過程を整理

 地域にもたらす効果を定性的に把握

（観光客来訪に伴う定量的効果の計測は次の研究課題）

本研究では、鉄道施設・風景・遺構等に対して、観光資源として
の存在意義を見出して、地域活性化につなげているベストプラ
クティスを把握
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政策的インプリケーションに向けて

自治体向けインプリケーションへのヒント

 マイナーな鉄道施設や鉄道遺産でも観光資源となり得る。歴
史や経緯等のストーリー性を持たせることが重要

 どのような地域や資源にでも適用できる訳ではなく、人を
引きつける魅力（歴史、景色、位置、環境、・・・）が必要

 その評価は大抵、外部（鉄道ファン、ニッチな観光客）による

 観光資源は「地域の宝」、その認識を地域全体で共有

 同じような資源を持つ自治体同士の横の連携

 （ある秘境駅で）地元が観光資源化へ継続的支援を自治体側
に求めたのにも関わらず、打ち切り廃止へ向かった例も
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今後の進め方

 鉄道観光資源化に関する事例調査を進める

 地元への効果などを定量化して分析を行い、
その評価を試みる
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ヒアリング調査にご協力いただいた団体の皆様

 北海道 豊浦町役場水産商工産業課兼まちなみ整備室

 福島県 三島町観光協会

 島根県 浜田市役所産業経済部観光交流課

 今福線を生かす連絡協議会

・島根県技術士会

・今福線を守る会、今福線ガイドの会

・佐野・宇津井地区まちづくり推進委員会今福線部会

 鳥取県 倉吉観光MICE協会

ご協力ありがとうございました。
厚くお礼を申し上げます。



48

ご清聴・ご視聴ありがとうございました
（JR只見線～大志集落）
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